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対象 研修名
日時または

配信期間
会場

参加人数

または

延べ視聴人数

内容 ページ

8月2日(水)

9:30～11:30
Zoom配信 40

8月25日(金)～

10月31日(火)
YouTube配信 46

広報委員

研修会

8月4日(金)～

10月5日(木)
YouTube配信 99

テーマ：PTA広報における個人情報の取り扱い

講師：坂下　哲也

（JIPDEC 常務理事）

2

校外安全委員

研修会

7月5日(水)～

9月15日(金)
YouTube配信 160

テーマ：みんなで育む！子どもたちの安全と安心のために

講師：武田　信彦

（うさぎママのパトロール教室　安全インストラクター）

3

学年・学級代表

委員研修会

8月4日(金)～

10月5日(木)
YouTube配信 119

テーマ：多様性に配慮したPTA活動の展開

講師：吉田　拓真

（NPO法人青少年自立援助センター　定住外国人支援事業部）

4

中学校PTA

研修会

6月20日(火)

9:30～11:30
教育センター 20

テーマ：学校とPTAの連携

講師：古賀　正勝（新宿区立牛込第三中学校長）

　　　安田　昭仁（新宿区立四谷中学校長）
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中学校PTA

研修会

12月4日（月）

18：30～20:30
教育センター 31

テーマ：不登校生徒を抱える保護者のための研修会

講師：大川　直樹

（新宿区教育指導課統括指導主事）

7

幼稚園

PTA

幼稚園PTA

研修会

7月12日(水)

10:00～12:00
教育センター 13

テーマ：PTA間での円滑なコミュニケーションの取り方と上手な話

し方講座

講師：片山　明子

（フリーアナウンサー）
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10月27日(金)

19:00～21:00
Zoom配信 23

11月20日（月）～

令和6年1月31日（水）
YouTube配信 61

実施回数　8回　　　延べ参加人数　612名

　　　　　　　　　　　　　【内訳】

幼稚園PTA　　　　1回    　  13名

小学校PTA　　　　4回    　464名

中学校PTA　　　　2回    　  51名

合同研修会　　　　1回    　  84名

令和５年度　ＰＴＡ研修会一覧

小学校

PTA

全体研修会

テーマ：これからのPTA活動について考えてみよう

講師：生重　幸恵

（NPO法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長）

1

合同研修会

テーマ：PTAのオンライン化

講師：村松　雅（デジタル庁デジタル推進員）

　　　増島　佐和子（PTA専用支援サービスPTA'S運営）

9

幼稚園

小学校

中学校

PTA

中学校

PTA
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小学校 PTA全体研修会 

「これからの PTA活動について考えてみよう」 

実施日時：8月 2日（水）9:30～11:30（Zoom 配信） 

YouTube 配信期間：8月 25日（金）～ 10月 31日（火）  

講師：生重 幸恵（NPO法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長） 

 

《講演概要》 

 多種多様な変化や革新が起こる世の中で、今の子供たちに何を伝えどう成長することが大切なのかを改

めて考える。希望する大学に入れることがゴールとなっていないか。PTA としてどのように関わるかを意

見交換する。 

 教育の原点は家庭にある。 

・親子の会話を通じて語彙力を育み、多くの人と交流する機会を与える。 

 このために、PTAは家族同士・学校との調整役になることが非常に大切である。 

・認知的能力と非認知的能力の相関関係。 

 IQ や学力などの数値化できる力だけを育てるのではなく、目標に向かう力や他者協働の力を育てること

が大切。子どもたちから学ぶことは非常に多い。子育ては親育てとも言い換えることが出来る。 

・この考え方を基本にして、現状に満足してこなすだけでなく、今どうするべきか・今の私たちが何をする

ことがより良くなるのかを是非意見交換していただきたい。 

 

《感 想》 

・「より高める」「より効率化する」「より知ってもらう」というフレーズが、今後の活動を検討する上で、

有意義と感じた。 

・多様性の時代、いろいろな意見を尊重すべきだと感じた。 

・日頃思っている部分を改めてかなえるきっかけになった 

・あまり話す機会がない方とのお話ができたのでよかった 

・今後の活動に役立つ内容だと感じた 

・他の学校での運営方法で取り入れられることがあれば柔軟に対応したいと思った 

・今回のグループ以外の方とも同じテーマで話を聞いてみたい 
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 小学校 PTA広報委員研修会 

「PTA広報紙における個人情報の取扱い」 
YouTube 配信期間：8月 4日（金）～ 10月 5日（木）  

講師：坂下 哲也（JIPDEC 常任理事） 

 

《講演概要》 

（研修の流れ） 

 講師の坂下様、から、改正個人情報保護法の内容やその注意点について、PTA 活動に沿ったお話をいた

だきました。 

（プログラム） 

1. 個人情報保護法について…法律の概要。PTAも適用対象であること。個人の権利・利益を保護するため

に、取得、保管、利用、破棄という一連の流れが PTAにおいても義務となる。 

2. 個人情報と何か…氏名、生年月日、住所、顔写真など、それによって個人を識別できる情報はすべて個

人情報である。 

3. 基本的なルール…個人情報と取得する時、利用する際、保管する時、他人に渡す場合、本人から個人情

報の開示を求められた場合にルールが存在することと、個人情報の安全な管理の方法について。 

4. PTA 会則（規約）の記載確認…会則（規則）に個人情報の取扱いの規定が必要であり、その規定を会員

に案内すること。 

5．漏洩事故が起きた場合の対応…本人の権利利益を侵害する可能性がある場合には、本人への報告が必要。 

6．業務のデジタル化における注意点…データの引継ぎ方、広報活動を印刷物にするか、ブログなどデジタ

ル化するか、のメリットデメリット。 

7．質疑応答…個人情報は目的を達成したら速やかに破棄する。 

 

《感 想》 

・学んでいなければうっかりしてしまいそうなことが多く、個人情報の取扱いについて認識を変えることが

できた。 

・個人情報についての認識、決まりを確認できた 

・具体的な PTA活動に沿っての具体例を挙げての講義内容でよかった 

・個人情報の定義や扱いについて理解することができた 

・広報紙のデジタル化、個人情報の取扱い方など勉強になった。 

・PTA活動には個人情報を取り扱う機会が多く、すぐにでも研修の成果が発揮できそう 

・個人情報について曖昧な人が多数だと思うので動画を視聴することで改めて理解することができると感

じた。 
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小学校 PTA校外安全委員研修会 

「みんなで育む！子どもたちの安全と安心のために」 

YouTube 配信期間：8月 4日（金）～10月 5日（木）   

講師：武田 信彦（うさぎママのパトロール教室 安全インストラクター） 

 

《講演概要》 

防犯について最新の国の捉え方や子どもたちが犯罪に遭わないために、 

PTA やまわりの大人ができることを犯罪者の心理を踏まえた話を伺うという公演。 

安全のコツを伝えて安心の輪を広げたい。 

核家族化により小学校 1年生からお留守番等、子どもだけになりやすい環境がある。 

子どもの防犯対策がかかせない。 

地域や PTAが連携して子どもの見守りを行うことが大切。 

 

《感 想》 

・子どもが 1人になった時に、周りをよく見る習慣を身に付けていると危険予防に繋がることがわかった。 

・地域の見守りの本当の大切さ、ポイントを改めて知ることが出来た。 

・地域の安全を守る「視点」を改めて学べたことが有意義だった。 

・どんな時に子どもへの犯罪の危険性が高まるのかよくわかった。 

・地域で子どもを見守る重要性を実感しました。 

・安全に思える場所でも子どもが一人にならないように、地域の方々と協力し合っていければ良いと思った。 

・子どもたちを大人みんなで見守る意識が大切で、そのことへの働きかけになると思った。 
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小学校 PTA学年・学級代表委員研修会 

「多様性に配慮した PTA活動の展開」 

YouTube 配信期間：8月 4日（金）～ 10月 5日（木）   

講師：吉田 拓真（NPO法人青少年自立援助センター 定住外国人支援事業部）  

 

《講演概要》 

NPO 法人青少年自立援助センター定住外国人支援事業部（事業責任者：田中宝紀氏）が運営する「YSC

グローバル・スクール」では、外国にルーツを持つ子供や若者に日本語と学習の支援を行っており、「多様

性に配慮した PTA活動」をテーマに、実践を通して感じる課題や具体例について講義があった。 

（講義の中で紹介のあった内容） 

・多国籍の生徒たちについて隠れた子供への負担がある 

・外国にルーツを持つ子供が直面する困り事を「言葉の壁」、「制度（社会資源へのアクセス）の壁」、「心の

壁」の 3つに分けて、わかりやすく話をしていただいた。 

特に、最大のハードルは「心の壁」であり、これを乗り越える一歩はまず声をかけてみること 

・子供の適応はとても早く、転校時に話せない日本語を何年かすると話せるようになる 

 その中で親への通訳が当たり前になり、手紙を親の代わりに読むなどの現状がある 

・実際に講師の方が経験された事や子供達が話していた内容など、具体的な事例についての紹介があった。 

・伝わりやすい日本語の具体例についても紹介があった。 

《感 想》 

・海外にルーツを持つ方に対して、どのようにすれば過ごしやすくなるのか。できることを考えたいと思

う、きっかけになったのでとてもよかったです。 

・外国人という言葉に対して考えさせられました。 

・言葉の壁、制度の壁、心の壁の３つに分けての話がとても分かりやすく勉強になりました。心の壁を乗り

越える一歩はまず声をかけてみること、というお話が印象に残りました。 

・時代が変わっていく中で、PTA の在り方に疑問を感じていたので、まさにいろいろ見直せるのではない

かと思いました。 

・多様性について考えるいいきっかけになった 

・外国ルーツの保護者に、PTA 活動にご協力いただく方法（イベントの開催）はこれまで思いが及ばなか

ったので、ポジティブで良い方法だと思いました。 
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中学校 PTA研修会 

「学校と PTAの連携」 

開催日時：6月 20日（火）9:30～11:30（会場：教育センター）   

講師：古賀 正勝（新宿区立牛込第三中学校 校長） 

   安田 昭仁（新宿区立四谷中学校 校長） 

 

《講演概要》 

〇目的 

・PTAは生徒の為に何ができるかを考えること。 

〇方針 

・講師 2名(有識者)の話を聞き、今後の PTA活動に活かすこと。 

〇概要 

・講師 2名から、これまでの PTA活動の経験についてお話頂いた。 

・この話の中で、学校と PTAの連携の重要性について共有し、意見を述べた。 

・出席者は、地域と密着した連携が、生徒にとって不可欠であることを確認する。 

〇詳細 

(1)古賀校長先生 

〇委員決めの大変さについて 

・夏祭り、パトロール等、様々な業務に係るため、委員やりたい人が少ない。 

・電話やくじ引きで委員を選出することがあった。 

・当日決めないといけないプレッシャーが大きい。 

〇PTAの存在価値について 

・子を持ち、親の立場として話せるようになったことで、より PTAとの関わりが強くなった。 

・PTAは学校と保護者の間の重要な橋渡し役であり、なくてはならない存在であることを認識する。 

・見返りを求めるのではなく、子供のために「PTA 及び自分」ができることを保護者がみて協力してくれ

る。 

〇生徒の大切さと連携の目的について 

・学校の為に、PTAの力を貸して欲しい。 

・子を「親と教員」の目でみる違いはあるが、子供の為に何ができる・何がしたいという方向は同じ。 

・子は親の声をしっかり聞いている事もあり、特に教員批判がある時は直接学校へ言ってもらいたい。 

・生徒は「学校、保護者、地域」の宝であり、一緒になって育てていきたい。 

・一緒に同じ悩みを聞いて、言い合って、どうしたらいいかを考えていきたい。 

〇各学校のホームページの活用について 

・ホームページを通じて学校の様子を出来るだけ多く伝え、保護者に安心してもらいたいと思っている。 

  

(2)安田校長先生 

〇日本人補習校について 

・月～金曜は現地校の学習を実施する。 

・土曜は日本へ帰国して受験する時の為に勉強する（国語・数学・社会・理科） 

・現地校は、日本人は 1人とマイノリティであった。 
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〇アメリカのケンタッキー州での PTA活動事例 

(1)PTSA 

・PTAではなく、PTSA（生徒を含めた PTA活動） 

・PTSAへの入会は任意、又はスタッフとして参加も可能。 

・会費は 5$、20$、その他寄付と複数パターンあり。(州によって異なる) 

・企業が共済金として 50$払っている。 

・地元企業との協賛（スーパー,ピザデリバリー） 

 →買った分の数％が、期間限定で PTSAに寄付される。 

(2)寄付金の活用方法の検討 

・集まった寄付金を活用して、子供のために何ができるかを考える。 

・一例で、学校の放課後にピザやスナックを買って食べたり、PTA室で雑談する。 

・広報活動では、何月何日に活動内容と計画を提示。 

・学校行事では、学校コンクールなどを実施。 

・定期考査の補助では、保護者が生徒のトイレへの付き添いを実施。 

・イベントをする度に、保護者をスタッフとして招集。 

(3)その他 

・保険は、地域のボランティア活動として、日本でいう教育委員会に届け出していた。 

(4)教育活動,教育行政 

・社会化見学の宿泊版で 600$必要であり、経済的理由で参加者は 6割程度(4割が残る)。 

・結果、教員も引率と残る人で半々に分かれる。 

・その為、保護者が生徒（各部屋）の管理を実施。 

・ガードマンを雇用(600$の中に含む)し、侵入者対策として夜の安全管理対策を実施。 

・日本のように席が前を向いている教室はない。全ての教室が 4人班で、子供が向かいあっている。 

・完全なインクルーシブ教育を実施。 

 →特別支援教育の資格をもった大人が必ず 1名指導・支援に付く。 

 →火事や避難訓練などの緊急事態が起きた時に安全を担保するため。 

・部活動の指導は、教員の参加がマストではない。 

 →3ヵ月毎にお金を払って、部活動を指導している教員もいる。 

 →警察官がアメフトを指導していることもある。 

→他校の人が教えていることもある。 

《感 想》 

・ＰＴＡの在り方について、色々話題になっている時代なので、校長先生方の考え方を直接お伺いする機会

を持ち、子どもたちのために何ができるか、何をするのか、親が改めて学校と連携するためには、ＰＴＡ

活動はとても大切だと感じることが出来ました。 

・グループ懇談会では、区内様々な中学校の話を聞くことが出来、良かったです。子どもたちのために保護

者が本当に良くしようと思い、行動されていることを強く感じました。 

・校長先生の話や他校との情報交換等、有意義な時間を過ごせました。もう少し前もってテーマについて考

えておけば良かったと反省です。 

・研修開始前に目的とゴールを伝えた方が良い。最後まで話を聞かないと理解できない内容だったため。 
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中学校 PTA研修会 

「不登校生徒を抱える保護者のための研修」 

開催日時：12月 4日（月）18:30～20:30（会場：教育センター） 

講師：大川 直樹（新宿区立教育委員会事務局教育指導課統括指導主事） 

 

《講演概要》 

 【不登校に関する現状及び国の動向や新宿区の取組み】 

 ○全国的に不登校児童・生徒が増加している。⇒令和元年 10月 25日文部科学省通知 

   「不登校児童・生徒への支援の在り方について」 

    ・学校に登校するという結果のみを目標にするのではなく、児童生徒自らが進路を主体的に捉え、

社会的に自立することを目指す必要がある。 

 ○新宿区の取組み 

  ①多様な教育機会検討委員会（令和 2年度まで不登校対策委員会） 

   令和 2 年度までは、不登校児童・生徒への支援策を協議していた。令和元年の文部科学省通知を受

け、不登校支援の転換（多様な教育機会の確保が求められる）⇒学校内に校内教育支援センター設置、

教育支援センター「つくし教室」の ICT 環境整備、教育支援センターのアウトリーチ機能など総合

的拠点機能の強化を図る。 

  ②家庭と子どもの支援員の拡充 

  ③つくし教室（通所、訪問、オンラインによる支援） 

《感 想》 

・講師の話がとてもよく、新宿区の不登校児の実態が理解できた。他人事ではなく、自分のこととして考え

る場となった。 

・このような様々な取組みをしていることを本日初めて知ることが多かった。多様な生徒だけでなく、保護

者も多様であり、どこまでやってもなかなか個々では追いつかないことかもしれません。ただ、保護者同士

の会話は大事だし、参考になりました。 

・経験者の話を伺えてとても良かった。今の心配ばかりではなく、長い将来を考えての子どものことを応援

していこうと思います。全ての学校に和室登校のような環境があれば、教室には行けなくても学校へ行くこ

とが出来るようになると思います。 

・公的な支援体制について、知ることが出来た。利用していきたいと思います。 

・不登校の子どもや悩みを抱えているのは自分だけではないと思えたのが、とても心強かったです。学校側

が今増加中の不登校の生徒対応、寄り添ってあげたいという姿勢が全く感じられない。保護者だけでなく、

教員の方々にも是非不登校のことをもっと知ってほしいと強く思っています。 
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幼稚園 PTA研修会 
「PTA間での円滑なコミュニケーションの取り方と上手な話し方講座」 
開催日時：7月 12日（水）10:30～12:30（会場：教育センター）   

講師：片山 明子（フリーアナウンサー） 

 

《講演概要》 

PTA 会長としての心構え、コミュニケーションのコツを学んだ。参加者の悩みを聞きながら意見交換も行

った。 

・人に嫌われない これが会長の目指すところ。ボランティアである PTA活動を円滑に進めるためには、 

周りに受け入れてもらう。信頼されるように活動するのが大事。 

・第一印象が大切 「目」55% 「耳」38% 「言葉（内容）」7%（メラビアンの法則より） 

常に『笑顔』でいるように。いかなる時も見られている意識を持つ。 

・基本は挨拶 ゆっくり はっきり ハリのある声で 親が子どもの見本になるような挨拶を心がける。 

 地域の方々に助けられていることを忘れずに。先生や主事さんへ節目毎に挨拶をする。 

・相手の変化に気づき、伝える 髪型、服装、子どものことなど。口に出して褒めることが大事。 

・感謝の気持ちを伝える 当たり前だと思わずにやってくれたことに感謝の気持ちを表す。 

・意見が対立した時は、とことん話を聞く 相手の立場になって話を聞き、相手にも聞いてもらえるよう努

める。説得ではなく、お互いの話を聞いて一緒に考える。 

・メール・LINEの活用 代表であることを自覚して正しい文章で送る。ミス軽減のため確認を怠らない。 

スタンプ不要、リアクションで対応 返信不要 等 

 

⚫️PTAに入会したくない方への対応 ⚫️人前での挨拶のコツ ⚫️次期会長を選出する方法 のアドバイス 

 

会長に必要なのは『調整力』 ひとりで頑張らずに頼ることも大事。 

人のことを大事にして尊重しあうことで、物事が円滑に進むことを学んだ。 

自分が素敵だと思う人のいい所を分析し、自分に取り入れて更に魅力を UP させてくださいとエールを頂

いた。 

《感 想》 

・すぐに実行できるような具体的なアドバイスばかりで大変勉強になりました。 

・PTA会長の立ち位置、あり方、心得など、実際のご経験をもとに寄り添ったお話を伺えてよかった。 

・人とのかかわり方や PTA会長としての“調整力”、改めてとても大事だと感じました。 

・各園の状況を教えていただけて、また、問題の解決策もお聞きできてよかったです。 

・いろいろな意見の交換ができた。悩んでいることの改善案として活用できそうです。 

・PTA の役員自体初めてなので、会長のあり方やコミュニケーションの取り方など、活かせる内容が多く

てとても参考になりました。 

・会長のあいさつについて細かく教えていただけてすごくよかったです。不安が解消されました。 

・他の会長さんと情報交換にもなりよかった。 

・実際に講師が PTA会長をされていた際に行っていたことなどをお聞きできたのでよかった。 

・他の園のみなさんのお話も聞けてとても共感しました。 
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幼稚園小学校中学校合同研修会 
「PTAのオンライン化研修」 
実施日時：10月 27日（金）19:00～21:00（Zoom 配信） 

YouTube 配信期間：11月 20日（月）～ 令和 6年 1月 31日（水）  

講師：村松 雅（デジタル庁デジタル推進員） 

   増島 佐和子（PTA 専用支援サービス PTA’S代表） 

《講演概要》 

 1. Googleを活用すると、何がオンライン化できるのか 

 2.Googleの主なツールの使い方 

 ①Google アカウント（gmail.com）の確認 

 ②Google フォームでのアンケート作成方法（実践） 

 ③Google ドライブでのデータ共有の方法 

 3.Googleを活用した、PTAのオンライン化事例 

 はじめに Google を活用することによるメリットをご説明いただき、Google アカウントを団体で利用する

ための方法や注意点等も教えていただいた。そのあと Googleフォームの作り方を実際に自分で作りながら

ご説明いただくことができた。最後にオンライン化の事例も教えていただき、オンライン化に係る質問にも

お答えいただいた。 

 

《感 想》 

・長時間にわたり、真摯に向き合ってくださる姿がとてもありがたかったです。一緒にがんばってくれるひ

とがいるんだというだけでもすごく勇気をいただきました。 

・今回は「ラジオボタンの理由」と「PTA 活動の発信はしつこくなんども粘り強く」ということが印象に

残りました。実体験からお話いただくと説得力があります。  

・グリッドという方法は知らなかったので参考になりました。 QR コードに文字を入れられるのも知りま

せんでした。 

・Googleフォームの使い方を知りたかったので、とても嬉しかったです。今後の PTA活動に活かしたいと

思います。 また、他の学校などの PTAのことも知れて良かったです。 

・わからなかった Googleフォームの作り方が知れて良かったです。挑戦して使ってみようと思いました。 
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